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１年部”Where there is a will, there is a way.”より 

 ７月になりました。進路に関して様々な催し物等が行われるようになっています。その

前に、文理選択の予備調査が先月３０日で締め切られました。まだ迷っている人もいると

は思いますが、夏休みの家庭訪問等を通じて確定の方向にもっていってください。あと、

オープンキャンパスの申し込みはどうでしょうか？自分の行きたい大学が決まっている人

は是非その雰囲気等の確認を、また決まっていない人も目標の大学を見つけるきっかけづ

くりに役立てて欲しく思います。積極的な参加を期待しています。 

１日（土）事実上初めての対外模試、進研記述模試が行われました。結果は８月後半に

わかると思いますが、自分の現状を確認することと、できなかった所をやり直ししておく

ことが非常に重要です。だめだったから、とそのまま放置しておくことは一番自分が後で

損をする、と思いませんか？自分の知識を少しでも積み上げましょう。そして模試に対す

る経験値も上げていきましょう。 

２日（日）には進学ガイダンスセミナーや九州内国公立大学の説明会も行われ、多くの

一年生も参加しました。夏休みを前に、進学意識を上げていく所に来ています。 

 

２年部より 

２年生は、総合的な学習の時間を使って「進路探究」を進めています。現在は、「オープ

ンキャンパスの準備」として、各自が進路ノートなどを用いて、希望進路先について調べ

ているところです。また、オープンキャンパス準備と並行して、「新書ガイダンス」を行っ

ています。図書室にある新書を司書の宮本先生に紹介していただき、各自が自分の進路・

興味・関心に合わせた新書を選びます。 

いよいよ７月に入り、各大学においてオープンキャンパスが行われます。３年生の夏休

みにはオープンキャンパスに行く時間はないかと思われます。ぜひ、２年生のうちにオー

プンキャンパスに参加し、希望進路先に足を運んでおきましょう。 

熊本県内には１０校の大学、３校の短期大学、４８校の専門学校がありますが、全国に

は７７７校の大学、３４６校の短期大学、２８１７校の専門学校があります。 

進路について悩むのは当たり前です。行動することで、自分の進路選択につながるヒン

トが見つかるかもしれません。今夏、残念ながら参加できない人も、学内を開放している

大学に見学に行ったり、ネットや書籍において進路探究を進めていきましょう。 

３年部より 

期末試験も終わり、通常日課となりましたが、しっかり宅習時間を確保できていますか？ 

試験期間では学校に残り、しっかり勉強できているなと感心しました。しかし、テスト前

だけでは受験は戦えません。試験前はみんな頑張ります。差をつけるには日頃の積み重ね

が重要なポイントになっていきます。24 日の進路講演会で、“現役生は伸びる”と言われ

てました。確かに伸びます。でもやらなきゃ伸びません！そこでこの間行われた宅習時間

の調査結果を見てみましょう。 

 総平均 平日平均 休日平均 週合計 

３学年 １８４ １５６ ２５３ １２８１ 

 部活動が終わり増えてきていますが、まだまだ学年＋１時間には届いていません。また

休日の使い方ももっと意識しましょう。学校開放など活用できるものは活用し、また時間

の使い方がわからない人は、とりあえず普段の学校と同じスケジュールで勉強をしてみて

はどうですか。自分なりの勉強スタイルを見つけ出し計画的かつ継続的な学習を心がけま

しょう。 

進路室より 

近年高大接続が急速に進められており、大学入試改革が叫ばれるようになった。 

先日、『大学教育再生加速プログラム 中間リポート２０１７』という冊子を読んでいたら、

入試改革についてのケーススタディーとして岡山大学の「国際バカロレア入試」の拡大に

ついて特集があった。以下、紹介したい。ただし、紙面の都合上、完璧に分かりやすい説

明にするのは無理がある。興味を持った生徒の皆さんは、是非自分で調べてみてほしい。 

 岡山大学は２０１２年度入試から国立大学初の「国際バカロレア入試」を実施している。

その理念や手法を普及させ、高大の教育改革に結びつけようとしている。 

 国際バカロレアとは端的に言えば「所定のプログラムを２年間履修し、最終試験を経て

所定の成績を収めると国際的に認められる大学入学資格」のことである。文部科学省は２

０１８年度までに、国内における国際バカロレア認定校を２００校にする目標を掲げた。 

 国際バカロレアのプログラム導入校は世界で４６００校以上あり、毎年５～６万人が学

位を取得している。これを読んでいる人の中にも、海外で国際バカロレア資格を取る人が

出てくるかもしれませんね。 

 

ちょっとひとこと 

 ７月１日（土）全学年において進研記述模試が終了しました。模擬試験は「大学入試の予想

問題」です。全教科において復習を必ず行い、同様の問題は次は必ず解けるようにしよう！ 



 


